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大
塔
の
檜
皮
葺
と
稚
児
行
列

❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇
❇
❈
❇
❈
❇
❈
❇

象
の
変
化
が
厳
し
い
と
さ
ら
に
短
く
な

り
ま
す
。

　

建
築
当
初
か
ら
先
代
住
職
は
「
30
年
後

に
は
瓦
に
な
る
か
銅
板
に
す
る
か
、
お
前

の
仕
事
だ
な
」
と
言
っ
て
檜
皮
葺
は
も
う

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
大
塔
の
屋
根
の
葺
き
替
え
を
検
討
し

た
と
こ
ろ
、
檜
皮
葺
が
実
現
可
能
な
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

高
野
山
の
檜
皮
採
取
現
場
ま
で
足
を
運

び
、
そ
の
作
業
の
難
し
さ
と
そ
の
作
業
に

真
剣
に
取
り
組
む
職
人
さ
ん
達
に
感
銘
し

ま
し
た
。
創
建
当
初
よ
り
も
美
し
い
仕
上

が
り
で
す
。

　

平
成
31
年
４
月
20
日
㈯
、
こ
の
葺
き
替

え
を
お
祝
い
す
る
稚
児
行
列
大
法
要
が
お

勤
め
さ
れ
ま
し
た
。

　

稚
児
行
列
は
、
真
言
宗
を
開
か
れ
た
お

大
師
様
の
幼
い
お
姿
に
似
せ
て
装
束
を
ま

と
っ
て
歩
き
ま
す
。

　

稚
児
行
列
に
参
列
す
る
と
、
万
能
の
天

才
と
呼
ば
れ
、
特
に
日
本
の
三
筆
と
し
て

書
で
も
名
高
い
お
大
師
様
に
あ
や
か
れ

る
と
言
い
ま
す
。
満
願
寺
で
は
何
度
か
稚

児
行
列
を
し
て
い
ま
す
が
、
前
回
の
稚
児

が
今
回
は
親
と
し
て
お
子
様
を
連
れ
て
き

た
り
、
さ
ら
に
前
の
参
加
者
が
お
孫
さ
ん

と
参
加
さ
れ
た
り
と
、
世
代
を
超
え
て
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
今
回
参
加
の
お
子

様
達
が
将
来
母
と
な
り
父
と
な
り
、
お
子

様
達
を
連
れ
て
く
る
機
会
を
繋
げ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

満
願
寺
・
等
々
力
不
動
尊
は
、
平
安
時

代
末
期
か
ら
人
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
弘
法
大
師
の
教
え
を
伝
え
て
い
ま

す
。
ま
た
地
域
の
縁
を
結
び
広
げ
る
要
と

し
て
春
夏
秋
冬
の
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
盛
大
な
春
を
迎
え
る
節
分
大

豆
ま
き
式
や
境
内
に
生
花
が
溢
れ
心
和
む

花
祭
り
大
法
要
な
ど
、
ど
の
行
事
も
ど
な

た
で
も
楽
し
め
る
行
事
で
す
。

　

暮
ら
し
の
中
で
日
本
の
伝
統
・
文
化
に

触
れ
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
の
子
や
孫
へ

と
受
け
継
が
れ
る
物
語
を
地
域
の
皆
様
と

共
に
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
21
世
紀
に
入
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
爆
発
的
な
普
及
や
海
外
志
向
が
日
々

訴
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
今

だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
伝
統
・
文
化
を
大
切

に
す
る
こ
と
、
デ
ジ
タ
ル
で
は
な
く
ア
ナ
ロ

グ
な
つ
な
が
り
を
実
現
す
る
こ
と
が
私
た

ち
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
以
前
は
、
地
域
の
方
々
が
気
軽
に
お
寺

に
足
を
運
び
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
世
間

話
を
し
に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
今
も
人
が

集
い
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
誰
に
で
も

開
か
れ
た
場
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

満
願
寺
の
大
塔
が
完
成
し
た
の
は
平
成

２
年
５
月
で
し
た
。

　

弘
法
大
師
空
海
の
１
１
５
０
年
ご
遠
忌

を
記
念
し
て
満
願
寺
大
塔
建
立
が
発
願
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
塔
は
正
式
名
称
「
大
毘
盧
遮
那
如
来

法
界
体
性
塔
」
と
言
い
ま
す
。
最
初
の

「
大
」
と
最
後
の
「
塔
」
を
結
ん
で
「
大

塔
」
で
す
。
大
毘
盧
遮
那
は
大
日
如
来
、

法
界
は
そ
の
教
え
の
世
界
、
そ
れ
ら
を
体

性
（
体
現
）
す
る
塔
と
い
う
意
味
で
す
。

大
塔
を
お
参
り
し
て
中
に
入
る
だ
け
で
大

日
如
来
の
法
の
世
界
に
入
れ
る
と
い
う
尊

い
塔
で
す
。

　

そ
し
て
昨
年
の
平
成
30
年
７
月
、
大
塔

の
屋
根
の
葺
き
替
え
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

檜
皮
葺
と
い
う
日
本
に
し
か
無
い
伝
統

的
な
屋
根
の
葺
き
方
で
す
。
薄
い
檜
の
皮

を
何
層
に
も
重
ね
て
葺
き
上
げ
ま
す
。
そ

の
た
め
繊
細
で
美
し
い
稜
線
に
な
り
木
造

建
築
の
素
晴
ら
し
さ
が
際
立
ち
ま
す
。

　

檜
皮
葺
の
耐
用
年
数
は
30
年
で
す
。
気

●
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

●
ご
み
減
量・リ
サ
イ
ク
ル
推
進
委
員
会

　
新
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　

区
政
と
共
同
協
力
し
、
自
主
的
な
ま
ち

づ
く
り
活
動
の
推
進
を
図
る
「
身
近
な
ま

◎＝部会長　○＝副部会長　◆＝新任 

　 　

 

夏
の
行
事

◆ 

等
々
力
渓
谷
七
夕
イ
ベ
ン
ト

                             　

 

等
々
力
渓
谷
保
存
会  

　
　

６
月
29
日
㈯　
　

玉
堤
小
学
校
ほ
か

◆ 

第
１
回 

お
や
ま
だ
い
大
運
動
会

　
　
　
　
　
　
　
　

   

尾
山
台
４
商
店
街
連
合
会

　
　

６
月
30
日
㈰　
　

尾
山
台
中
学
校
校
庭

◆ 

盆
踊
り
大
会（
遊
び
場
開
放
）

　
　

７
月
13
日
㈯　
　

等
々
力
小
学
校

◆ 

お
ど
ろ
き
と
ど
ろ
き
祭
り  

等
々
力
渓
谷
商
店
街

　
　

７
月
14
日
㈰

         　
　

城
南
信
用
金
庫
玉
川
支
店
裏
駐
車
場

◆ 

等
々
力
三
和
会
親
子
納
涼
大
会

　
　

７
月
20
日
㈯　
　

等
々
力
８
丁
目
公
園

◆ 

さ
ぎ
草
展
示
会

　
　
７
月
23
日
㈫　
　

尾
山
台
地
区
会
館

◆ 

尾
山
台
商
栄
会
盆
踊
り
大
会

　
　

７
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰  

　
　
　
　
　
　

芝
信
用
金
庫
尾
山
台
支
店
前
広
場

◆ 

ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り

　
　

８
月
３
日
㈯
、
４
日
㈰　
　

世
田
谷
区
民
会
館

◆ 

等
々
力
六
丁
目
町
会
盆
踊
り
大
会

　
　

８
月
20
日
㈫　
　

八
幡
中
学
校

◆ 

玉
堤
町
会
納
涼
盆
踊
り
大
会

　
　
８
月
24
日
㈯
、
25
日
㈰ 

 　
　
　
　

  

東
京
都
市
大
学
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

◆ 

尾
山
台
振
興
会
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

８
月
25
日
㈰　
　

尾
山
台
駅
前

◆ 

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
in
多
摩
川

　
　

８
月
25
日
㈰　
　

多
摩
川

◆ 

玉
川
神
社
例
大
祭

　
　

９
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰　

玉
川
神
社

ご入学おめでとう
128名
76名
54名
116名
89名
75名
96名
135名

玉川小学校
尾山台小学校
九品仏小学校
等々力小学校
玉堤小学校
八幡中学校
尾山台中学校
東深沢中学校

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
48
名
）
」
と
、

資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
自
主

的
活
動
を
推
進
す
る
「
ご
み
減
量
・
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
委
員
会
（
41
名
）
」
の
委
員

が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
任
期
は
、

令
和
元
年
５
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
４
月

30
日
ま
で
で
す
。
な
お
、
今
期
よ
り
安
全

部
会
と
環
境
部
会
が
統
合
さ
れ
、
生
活
環

境
部
会
と
し
て
新
た
に
活
動
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

満
願
寺
大
塔
創
建
30
周
年

満
願
寺
山
主
　
阿 

部
　
龍 

樹

お
ん  

き

ほ
つ 

が
ん

ひ 

わ 

だ 

ぶ
き

ふ

ひ
の
き

ひ
　
　 

わ
　
　 
だ 
　　　ぶ　き

だ　い　　と　う

ち
　
　
　
　 

ご
　
　     

ぎ　ょ　う
　  

れ  

　
つ

だ
い  

び   

る  

し
ゃ  

な  

に
ょ 

ら
い

だ
い
と
う

ほ
っ 

か
い 

た
い
し
ょ
う
と
う

ごみ減量・リサイクル推進委員会
会　長 宇田川　博　一

副会長 吉　村　俊　雄

副会長 菅　田　　　博

会　計 栗　山　美佐子

会　計 清　水　有　子

監　事 斎　藤　礼　子

監　事 鈴　木　吉　子

会　長 宇田川　博　一 

副会長 吉　村　俊　雄 

副会長 菅　田　　　博 

副会長 内　藤　明　成

身近なまちづくり推進協議会

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
委
員
会

身
近
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

《
生
活
環
境
部
会
》

　  氏　　　名 所  属  町  会

《
健
康
づ
く
り
部
会
》

　  氏　　　名 所  属  町  会
○ 吉　村　喜代隆 協　　和　　会
 谷　野　喜　久 協　　和　　会
◆ 久　保　紗　枝 協　　和　　会
◎ 菅　田　　　博 等 々 力 和 敬 会
 鈴　木　吉　子 等 々 力 和 敬 会
 小　池　幸　男 等 々 力 三 和 会
 小　島　重　政 等 々 力 三 和 会
 菅　田　照　夫 等 々 力 三 和 会
 園　山　美　映 尾 山 台 ク ラ ブ
 片　岡　　　仁 尾 山 台 灯 交 会

◎ 吉　村　俊　雄 協　　和　　会
 谷　野　憲　一 協　　和　　会
 三　木　俊　子 協　　和　　会
 髙　橋　昌　規 等 々 力 和 敬 会
 小　池　道　雄 等 々 力 和 敬 会
 小　池　洋　一 等 々 力 和 敬 会
 鈴　木　隆　夫 等 々 力 三 和 会
◆ 小 池　一 夫（辻） 等 々 力 三 和 会
 小　池　政　子 等 々 力 三 和 会
 菅　田　松　次 等 々 力 三 和 会
 山　田　直　子 等々力六丁目町会
○ 三　橋　　　均 尾 山 台 自 治 会
 中　松　登志子 尾山台３丁目町会
 斎　藤　礼　子 玉　堤　町　会

《
緑
化
部
会
》

　  氏　　　名 所  属  町  会

 山　口　秀　幸 協　　和　　会
◆ 布　施　由美子 協　　和　　会
 鈴　木　啓　子 等 々 力 和 敬 会
◎ 宇田川　博　一 等 々 力 和 敬 会
◆ 菅　田　嘉　伴 等 々 力 和 敬 会
 清　水　有　子 等 々 力 和 敬 会
 髙　橋　あけみ 等 々 力 和 敬 会
 小　池　清　貴 等 々 力 三 和 会
○ 鈴　木　利　彰 等 々 力 三 和 会
 鈴　木　健　生 等 々 力 三 和 会
 橋　本　紀　文 等 々 力 三 和 会
 山　田　和　雄 等々力六丁目町会
 平　野　喜久江 尾 山 台 ク ラ ブ
◆ 落　合　勝　正 尾 山 台 灯 交 会
◆ 原　田　道　夫 尾 山 台 自 治 会
 栗　山　美佐子 尾山台３丁目町会
 木　下　千　秋 玉　堤　町　会

《
広
報
部
会
》

 大　平　鉱　介 協　　和　　会
○　 鈴　木　千　里 等 々 力 和 敬 会
 髙　橋　裕　二 等 々 力 和 敬 会
◎　 内　藤　明　成 等 々 力 三 和 会
◆ 吉　田　　　明 等々力六丁目町会
 兼　子　成　昭 尾 山 台 灯 交 会
　 落　合　信　一 尾 山 台 自 治 会

　  氏　　　名 所  属  町  会

新
町
会
長
さ
ん
㆐
㆐
㆐
㆐
㆐
㆐
㆐

　

尾
山
台
ク
ラ
ブ
会
長
に

　

井
上
徹
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

い
の 

う
え
と
お
る

等
々
力
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
㆐
㆐

　

ま
ち
づ
く
り
・
防
災
担
当
係
長
に

　

和
田
直
己
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

わ　
 

だ　

な
お 

き

　

落
合
忠
男
さ
ん 

（
尾
山
台
１
）

　

平
成
31
年
３
月
５
日
、
96
歳
で
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

　

落
合
忠
男
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
１
月
の

「
玉
の
清
流
」
創
刊
号
か
ら
平
成
29
年
４

月
の
139
号
ま
で
34
年
間
編
集
委
員
を
努
め

ら
れ
ま
し
た
。
い
に
し
え
の
玉
川
地
域
を

知
る
貴
重
な
存
在
と
し
て
、
伝
統
行
事
や

生
活
体
験
に
基
づ
く
多
く
の
記
事
も
執
筆

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


